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中関村における日中科学技術交流ツアーの計画について 
協会協力会員 北京中関村日本駐在事務所 所長 王 洪燕   

2027 年に迎える日

中科学技術交流協会

設立 50周年記念行事

に向け、同協会の協

力会員である当事務

所では現在、日本の

学生、研究者や企業

関係者を対象とした

「中関村日中科学技

術交流ツアー」の企

画を検討しています。 

その一環として、2026年 8月、北京で開催された

「2026年世界ロボット大会」および「第 2回世界ヒ

ューマノイドロボット運動会」を視察しました。今

回の視察を通じて感じた中国のロボット技術の発展

や社会実装の現状について、以下のとおりご紹介し

ます。 

世界ロボット大会――最先端技術から社会実装まで 

2026 年世界ロボット大会は、「メインフォーラム」

「世界ロボット博覧会」「世界ロボットコンテスト

決勝戦」の三つを中心に構成されました。 

メインフォーラムは8月19日午後から22日まで開

催され、「最先端技術の牽引」「応用による需要喚

起」「エコシステムの共創」「生活の質向上と普及」

の四つのテーマを軸に、世界各国のロボットおよび

身体性AI（エンボディドAI）分野の専門家が登壇し、

最新の研究成果や産業動向について議論しました。 

8月20日には、世界ロボット博覧会を視察しまし

た。約 5 万平方メートルの展示会場には、「智創

（イノベーション）」「智合（連携・融合）」「智

造（スマート製造）」「智趣（エンターテインメン

ト・体験）」の四つの展示エリアが設けられ、ロボ

ット技術の研究開発から産業応用、さらには日常生

活やエンターテインメントまで、幅広い分野での活

用事例が紹介されていました。 

特に目を引いたのは、「ロボット＋応用シナリオ」

という展示コンセプトです。製造、倉庫・物流、飲

食・小売、医療・介護、安全生産、緊急救助など、

実際の社会や産業の現場を想定した展示が数多く見

られました。また、４９社の中央企業（国有企業）

が参加し、１２の応用シナリオを中心とした展示を

行うなど、ロボット技術を実際の産業へ導入してい

こうとする中国の姿勢が強く感じられました。 

人型ロボットについても、さまざまなメーカーが

完成品を展示しており、ロボットが単なる「研究室

の技術」から、具体的な産業・社会サービスへと活

躍の場を広げつつあることが印象的でした。 

世界ヒューマノイドロボット運動会――「未来の技

術」を目の前で体感 

８月２２日から２６日にかけて、北京の国家スピ

ードスケート館（通称「氷の帯」）で「第 2回世界

ヒューマノイドロボット運動会」が開催されました。 

本大会は、北京市人民政府、中央広播電視総台

（ＣＭＧ）、世界ロボット協力組織、ロボカップ・
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アジアパシフィック国際理事会の共同主催によるも

ので、６大陸１６カ国から６６６チーム、２０５６

台のロボットが参加し、５１の競技種目が実施され

ました。 

８月２２日夜には、国家スピードスケート館で開

幕式を視察しました。 

会場では、ロボットが実際に走り、跳び、テニス

やサッカーに挑戦する姿を見ることができました。

これまで「将来の技術」というイメージで捉えてい

た人型ロボットが、すでに実際の競技を通じてその

能力を検証し、技術を磨く段階に入っていることを

強く実感しました。 

特に印象に残ったのは、１００メートル走や高跳

びにおける動きの滑らかさ、そしてテニス競技にお

けるボールへの反応と全身の連動です。 

ロボットは単に「歩く」「動く」だけではありま

せん。ＡＩによる認識・判断と、身体を精密に制御

する技術を組み合わせることで、より人間に近い複

雑な動作を実現しようとしていました。実際の競技

を目の前で見ることで、人型ロボット技術がどの段

階まで進んでいるのかを、非常に分かりやすく理解

することができました。 

また、開幕式ではロボットによる演奏やスポーツ

競技など、最先端技術を専門家だけでなく一般の

人々 にも分かりやすく伝える工夫が随所に見られま

した。 

技術を「開発する」だけではなく、「見せる」「体

験してもらう」「産業やエンターテインメントにつ

なげる」。こうした取り組みから、中国ではロボッ

ト技術の社会実装を積極的に進めていることが感じ

られました。 

「現場を見る」ことから始まる日中科学技術交流 

今回の視察を通じて、日中科学技術交流において

は、会議室で技術や政策について議論するだけでな

く、実際に現地を訪れ、そこでどのような技術が生

まれ、どのように社会へ実装されようとしているの

かを自分の目で見ることが重要であると改めて感じ

ました。 

特に中関村には、大学・研究機関、スタートアッ

プ企業、大手企業、投資機関、インキュベーターな

ど、イノベーションを支えるさまざまな主体が集積

しています。こうした現場を実際に訪問し、学生、

研究者や企業関係者と直接交流することで、日本側

の参加者にとっても、中国のイノベーションの「今」

をより具体的に理解する機会になると考えています。 

２０２７年の日中科学技術交流協会設立５０周年

という節目を契機に、当事務所では、こうした最先

端技術の現場を体験できる「中関村日中科学技術交

流ツアー」の実現に向けて、具体的な検討を進めて

いきたいと考えています。 

日本の学生、研究者や企業関係者の皆様に、実際

の中関村を訪れていただき、中国のイノベーション

の現場を自らの目で見て、研究者・企業・関係機関

と直接対話していただく。その経験が、単なる視察

にとどまらず、日中双方の新たな科学技術交流や共

同研究、技術移転、事業連携につながるきっかけと

なることを期待しています。 

 

2026年9月10日 東京 
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協会創立 50 周年事業への協力のお願い 
業務執行理事  永崎隆雄 

1．協会創立 50 周年事業 

当協会は 2027年 12月に設立 50周年を

迎えます。これを記念して協会の交流事業

を振り返り、未来へ向けて 50周年記念シ

ンポジウムを計画しています。 

皆様のご参加とご協力をお願いいたしま

す。 

題：日中科学技術交流 50年の歩みを未来へ 

１．規模：80～100名参加  

  協会会員、日中交流機関、大使館、受

賞留学生、科学院、科学技術協会、上海政

府関係者、華人博士協会・教授会議 

２．場所： 日中友好会館大ホール  

３．日程 2027年 12月 18日（土） 

14：00～1５：00 協会 50年の歩みと 

未来展望 

15：00～17：00シンポ  ロボテックス 

17：00～17：30 留学生研究奨励賞  

18：00～    懇親会   

４．記念誌発行：  

会報 50年間記事の整理掲載    

中国科学研究機関の記事   

５．中国大使館や日中交流機関への協力依

頼 

６．予算案 

支出の部 

① 日中友好会館借料 16,160 40名～ 

② 懇親会 840,000 7,000円×120名 

③ 謝礼   200,000  2万円×10名 

④ 記念出版 120,000 100P×100部 

  合計   1,276,160 

収入の部 

① 会費 320,000 4,000円/1人×80名   

② 会員寄付 600,000 15人 2万円 2

年 

③ 会社寄付 100,000 1社５万円 2 年    

④．広告収入   300,000 ３社 10万円 

  合計収入  1,320,000 

  収支 収入ー支出  43,840 

50周年事業寄付のお願い  

記念式典のための資金を募集します。 

個人１口２万円 

振込先 

普通預金  みずほ銀行横山町支店    

店番０４０  口座番号３０１５８８１ 

日中科学技術交流協会 

 

２．協会の 50年の歩み 

記念誌として協会が行った 1977から

2026年を振り返った交流事業年表を作成し

ています。以下に概略を示す。 

協会５０年の交流事業の骨格 

1977–1980：基礎構築 

 1981–1990：制度化・黄金期 

1991–2000：大型国際シンポ期 

 2001–2010：環境・産業技術の拡大 
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2011–2020：電子材料・核融合・半導体 

の成熟 

 2021–2026：AI・ロボティクス・福祉・

社会制度へ拡大 

 

■1977–1980：草創期（会報 1〜20） 

• 協会設立、初の代表団来日 

• 周培源団長来日（1979） 

• 日本宇宙科学訪中団（任新民ライ

ン） 

• 桃源県農業現代化プロジェクト 

• 1980年「日中科学技術協力協定」

締結（民間交流の制度化 

■81–84：制度化期（会報 21〜40） 

• 中国科学院・国家科委との公式ルー

ト確立 

• 集中講義制度開始 

• 専門家派遣・訪日団受入の制度化 

• 協会規約改正（基本財産設定） 

• 日中民間人会議へ協会代表派遣（国

家レベルへ） 

■ 84–90：黄金期（会報 41〜60） 

• 材料・物性・環境・生物・核融合な

ど大型シンポジウム連続開催 

• 中国科学技術体制改革（1985） 

• 野上茂吉郎記念基金創設（留学生奨

励賞の開始） 

• 専門家派遣が年間数十名規模へ拡大 

■ 91–95：大型国際シンポジウム期（会報

61〜75） 

• 界面科学・結晶成長・大気汚染・医

用工学・核融合 

• 中国科学院ネットワーク（北京・上

海・瀋陽・長春・武漢・広州）が可

視化 

• 留学生奨励賞が制度として定着 

■ 95–99：材料・環境・エネルギーの三本

柱期（会報 76〜90） 

• 材料設計（第一原理計算） 

• 石炭 C1化学（仙台・蔵王） 

• 大気科学（ASAAQ） 

• 橋口隆吉会長逝去（1996）→清華大

学に記念講堂・研究室設立 

■ 99–2003：環境・産業技術交流の拡大期

（会報 91〜105） 

• 日中環境シンポ（2002）＝協会史上

最大規模（300名） 

• バイオテクノロジー訪中団（味の

素・島津・東レなど） 

• 北京人民大会堂で産業技術シンポ 

• 菅野昌義会長逝去（2003） 

■ 08–13：協力の黄金期（会報 126〜145） 

• 電子材料・半導体共同研究の体系化 

• 核融合（EAST・CFETR）・原子力政

策協力 

• PM2.5・都市環境共同研究 

• 地方政府（広東省・上海市・重慶大

学）との産学官連携 

• 若手研究者訪中団（大型施設視察） 

■ 13–18：成熟・危機・再構築期（会報

146〜165） 

• 半導体・原子力・材料科学で中国が

日本を追い越す 

• 留学生奨励賞が累計 139名へ 

• 協会法人形態変更（NPO→一般社団

法人） 

• 材料ゲノム工学（MGE）・溶融塩

炉・IC産業基金など新潮流 

■ 18–26：再構築・多分野化・若手育成期

（会報 166〜197） 
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• AI・ロボティクス・医療工学・福祉

政策へ領域拡大 

• 中国科学技術大学（USTC）との連携

強化 

• 上海社会福祉研修団（厚労省・東

大・阪大） 

• 加速器物理・核燃料サイクルの再活

性化 

• 留学生奨励賞が 161名へ（2026時

点） 

分野別交流の歴史 

原子力・核燃料サイクル 

1977年の協会創設以来、原子力分野は日

中科学技術交流の中核を担ってきた。 

1980年の「日中科学技術協力協定」に原子

力が明記され、両国の研究者交流は制度化

された。  

1980〜2000年代には、HTGR、Hybrid

炉、照射損傷、ブランケット工学など、原

子力材料研究が本格化した。  

2008〜2013年は「協力の黄金期」であ

る。 中国原子力発電は世界最大規模へ拡

大し、CPR1000、AP1000、EPR など多炉型展

開が進んだ。 福島事故後には、広東省環

境保護庁の来日視察を通じて、日本の安全

対策が中国政策に反映された。 

2014年以降は核燃料サイクル研究が再活

性化し、溶融塩炉・低放射化鋼・タングス

テン材料など、次世代炉の材料研究が深化

した。 2023〜2026年には若手研究者の奨

励賞受賞が続き、原子力分野の人材育成が

新段階に入った。 

材料科学 

材料科学は 45年史の中で最も長期にわ

たり継続した分野である。  

1977〜1985年の初期交流では、結晶成

長・界面科学が中心となり、中国科学院金

属研究所・硅酸塩研究所との基盤が形成さ

れた。 

1986〜2000年には、非線形光学結晶

（KTP・BGO・BBO）、半導体結晶（GaAs・

SiC）、材料強度研究が拡大し、日中材料

科学の共同研究は国際的評価を得た。 

2008〜2013年は材料科学の黄金期であ

る。 HfCナノワイヤ電子源、Strain 

glass、TiNi形状記憶合金など、世界的成

果が中国人研究者によって日本の研究室で

生まれた。 

2014年以降は材料ゲノム工学（MGE）が

台頭し、核融合材料研究と連動して新たな

協力領域が形成された。 

電子材料・半導体 

電子材料・半導体は 2010年代に急速に

拡大した分野である。 日中電子材料シン

ポジウム（2010–2013）は、LED、レーザ、

ナノインプリント、有機太陽電池、パッケ

ージング技術など、産学官連携の共同研究

を体系化した。 

中国半導体産業は 15兆円規模へ成長

し、清華大学・上海大学・SIMIT・SINANO

が国際的研究拠点となった。 日本側は危

機感を持ちながらも、共同研究を通じて技

術交流を深化させた。 

2014年以降はトポロジカルフォトニク

ス、微細加工、OSS（深圳）、RISC-Vな

ど、新領域が拡大し、AI×半導体の融合が

進んでいる。 

環境・都市問題 

環境分野は 1980 年代から継続する協力

領域である。 酸性雨・SO₂/NOₓの共同研究

から始まり、1990年代には大気汚染・水環

境・廃棄物処理へ拡大した。 
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2002年の「日中環境記念シンポ」は 300

名規模の国際会議となり、循環型社会政策

の共同研究が始まった。 

2008〜2013年には北京五輪大気測定、

PM2.5分析、都市鉱山研究が進み、日中環

境協力は最も密度の高い時期を迎えた。 

2014年以降は水処理技術、脱炭素化政

策、AI×水環境修復（アオコ調理船）な

ど、新領域が拡大している。 

 

協会創立十周年時の状況（会報 47 号より）
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協会元理事・岡田雅年さんのご逝去を心より悔やみ申し上げます 
 協会監事 八木晃一 

 

 

当協会の理事で
ありました岡田雅
年さんが 2026 年 7
月 20 日、享年 90
歳でお亡くなりに
なりました。謹ん
でご冥福をお祈り
申し上げます。 

 
岡田さんは 1964

年に東京大学大学
院冶金博士課程を修了され、米国アイオワ
州の Ames Laboratory にポスドク研究員と
して 2 年滞在し、その後、金属材料技術研
究所で原子力材料関係の研究に従事し、金
属材料技術研究所の所長を務め、2000 年 3
月に退職されました。 
小生と岡田さんとは、研究分野が違って

いたため、直接の関わりを持っていません
でしたが、1995 年 12 月に起こった高速増
殖炉もんじゅのナトリウム漏えい事故の調
査に関わった直後、岡田さんに呼び出され、
1996 年 4 月から企画室長を務めることにな
りました。ここから、岡田さんと深く関わ
ることになりました。企画室では、研究予
算獲得や長期研究計画の策定などに関わり
ましたが、特に忘れられないのは、岡田さ
んと研究員の海外出張費用のための助成を
お願いに財団などを歩き回ったことです。
貴重な経験をする機会を持つことができま
した。 
小生、物質材料研究機構を退職後、2009

年から北京科技大学が中核となって進めて
いる国家材料服役安全科学中心の建設、そ
して研究活動に関わっておりましたが、岡
田さんから当協会の会員になることを薦め
られ、日中との科学技術交流にも関わらせ
ていただくようになりました。このような
経緯のため、岡田さんが当協会でどのよう
な活動をされてきたか知りませんでしたの
で、永崎理事から頂いた資料を参考に、岡
田さんの当協会での活躍を以下に記します。 
岡田さんが中国研究者と接したのは金属

材料技術研究所筑波支所に勤務していた
1990 年代初めの頃で、当協会が招待した中
国精錬技術団や「界面科学の基礎と応用」
等のシンポジウムに参加した中国研究者が
筑波支所を訪れ、交流を持ったこととのこ
とです。それが縁で、1993 年に当協会の支
援をいただき、瀋陽の中国科学院金属材料
研究所設立 40周年記念式典に参加し、帰途
に大連、北京、上海の研究所を訪れ、研究
者との交流を持ったとのことです（会報
No.152）。 

2003 年 3 月に清華大学で開催された北京
微電子封装研討会に代表として参加（会報
No.106）、2006年12月に北京国際会議セン
ターで開催された第 2 回エコ・エレクトロ
ニクス国際会議に参加（会報 No.119）、
2011 年 10 月―11 月に第 2 回日中電子材料
交流訪中団の一員として、北京で開催され
た日中電子材料シンポジウムや上海で開催
された日中電子材料シンポジウムに参加さ
れました（会報 No.139・140）。2013 年 9
月には、上海および北京で開催された第 3
回中日信息及電子材料研討会に参加される
とともに、各種の研究機関を訪問されまし
た（会報 No.146）。2014 年 4 月に東京大学
山上会館で開催された第 4 回日中電子材料
シンポジウムに参加され、日中での半導体
や集積回路技術に関する交流に関わったと
のことです（会報 No.149）。 

第 4 回電子材料シンポジウム 会報 149
号 岡田理事は前列右寄り 2 番目 

 
岡田さんは、また、故橋口隆吉元会長が

中国人研究者を奨励するために寄贈された
基金の管理・運営を中国科学院と協議し、
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「橋口隆吉教育基金」理事会を設置するこ
とで同意された（2015 年）案件にも関わら

れました（会報 No.154）。 
橋口隆吉教育基金の設立 会報 154 号 2015
年 9 月 20 日 岡田理事は左寄り 2 番目 

 
 

当協会誌 No.145 (2013.6.20) に有山元理
事長が巻頭言で「今、我々は何をなすべき
か」を書かれていますが、有山元理事長の
想いから、岡田さんは日中の関係者で「共
に活動」できることはないだろうかと考え
てきたとのことです（会報 No.152）。岡田
さんの当協会での活動を見ますと、ご自身
の専門とは異なる分野でも日中間交流の活
動を支えてきています。日中科学技術交流
に関して、岡田さんには深い想い入れがあ
ったことが理解できます。ご苦労様でした。 
岡田さんは、奥様の泰子さんに感謝の言

葉と、「良い人生だった」との辞世の言葉
を残されたとのことです。奥様からは、多
くの方々に助けられて仕事にも恵まれ、家
族にも支えられて幸せな人生だったとお聞
きしました。 

 
重ねて心からご冥福をお祈り申し上げます。 
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一般社団法人日中科学技術交流協会 中国人留学生研究奨励賞 

募集のご案内 
選考委員長：須賀唯知、副委員長：藤田豊久 

 

日中科学技術交流協会では、将来の日中両国間の

科学技術協力を担う若手研究者を奨励することを目

的として、中国人留学生を対象とした「研究奨励

賞」を設けております。 

当協会は1977年12月、戦後の日中学術交流の再

興に尽力された日本学術会議の有志を中心に設立さ

れました。その原点は、1950年代半ばに遡り、国交

回復以前から両国の学術的絆を築こうとされた先達

の熱意と努力にあります。以来半世紀近くにわた

り、日中間の友好と相互理解の促進に努めてまいり

ました。 

この奨励賞は、東京大学名誉教授であり原子核理

論の研究者として著名であった故・野上茂吉郎先生

のご遺族からのご寄付を契機に、1987年度より設け

られたものです。当時、経済的に厳しい環境下で研

究に励む中国人留学生を支援するための顕彰制度と

して発足し、以後、諸先生、企業、会員の皆様から

のご寄付により支えられながら、継続的に運営され

ております。 

本賞は、単なる研究奨励の枠を超え、日中両国の

長い学術交流の歴史と、それを支えてこられた多く

の方々 の志を受け継ぐものであります。これまでの

受賞者は150名を超え、各分野で活躍を広げており

ます。 

つきましては、貴研究室においてご指導中の中国

人留学生の中に、本賞の趣旨にふさわしい方がおら

れましたら、ぜひご推薦をご検討賜りますようお願

い申し上げます。 

 

一般社団法人 日中科学技術交流協会 

代表理事・会長 山脇道夫 

 

募集要項 

 

下記の要領により中国人留学生研究奨励賞の受賞

候補者を募集します。 応募者の中から、選考委員

会が3名以内の受賞者を選出し、研究奨励賞を授与

します。 

 

１. 研究奨励賞の内容：賞状および副賞10万円を

受賞者に授与します。 

２. 応募資格 

日本の大学・研究所等に在籍する中国国籍の留学

生で、博士学位請求論文に相当する水準もしくはそ

れ以上の水準の研究を行い、日本国内または国外の

学会において2回以上の口頭発表を行い、それらを

1篇以上の学術論文として公表（印刷中を含む）し

ている者、あるいは、日本の大学・研究所等に在

籍、博士学位を取得し、応募締切日において学位取

得後2年以内である中国国籍の留学生を対象としま

す。いずれも、博士学位請求論文の主たる指導教

員、および同じ研究分野の研究者1名の推薦が必要

です。なお、本研究奨励賞は、本協会会員有志から

のご寄付を原資とするもので、研究分野は特定して

おりません。 

 

３. 募集期間：2026年7月1日〜１０月１５日 

 

４. 授賞式：2027年1月8日(金) 

 

５. 応募方法 

下記の応募書類をWord、Excel、PDFそれぞれのフ

ァイル形式のものをZIP形式にまとめて、電子メー

ルで下記まで送付してください。 

 

※受信後、受付番号をお知らせいたしますので必ず

ご確認いただき、未着の場合は締切日までに必ずお

問い合わせください。 

 

応募書類送信先：Email：award@jcstea.jp  

 

応募書類の容量が10MBを超えますと、受け取れな

い場合があります。お手数ですが、https://file-

post.net/などのファイル転送サービスをご利用くだ

さい。 

 

応募書類 

①申請書：別添Excel 

②居民身分証コピーPDF 

③業績要約：和文で20文字以内の標題を付し、2000

字以内にWordでまとめること。 

mailto:award@jcstea.jp
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また、本賞は日中科学技術交流の促進に寄与する

人材を顕彰することを目的の一つとしているため、

研究成果を踏まえ、将来の日中科学技術交流の発展

にどのように貢献したいかについての考えを400字

程度で付記すること。 

④業績書：査読の有無を明記した論文リスト、その

他（著書、データベース、オープンソース、特許

等）のリストWord 

⑤主要な論文3篇のPDF 

⑥推薦書（指導教員）A4一枚以内、任意フォーマッ

トPDF 

⑦推薦書（推薦者） A4一枚以内、任意フォーマッ

トPDF 

 

６.選考方法 

本協会の選考委員会にて選考を行い、2026 年（令

和8 年）12 月までに応募者に採否を通知します。

なお、選考にあたっては、研究業績および将来性に

加え、研究活動を通じた日中科学技術交流への貢献

の可能性を総合的に評価します。 

 

※ご提出いただいた申請書類はご返却いたしませ

んのでご了承ください。 

※申請書に入力された個人情報は、助成以外の目

的には使用いたしません。 

 

７.受賞者の義務 

受賞者は授賞式で授賞への答辞および研究発表を

行い、研究概要を日本語で本協会会報に投稿してい

ただきます。また、本協会の学生会員あるいは協力

会員にも登録して頂きます。 
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第２回50周年記念委員会 ９月８日 

Zoomミーティング 

 

１．以下の５準備委員会が提案された。 

①準備委員会・総合調整部会 部会長：山脇会長、

副部会長：坂田理事 

②記念誌編纂部会 部会長：永崎業務執行理事 

③式典・会場運営部会 部会長：須賀理事 

④来賓・国際連絡・協賛部会 部会長：藤田理事、

副部会長：前田理事、余会員 

⑤広報部会 今村事務局長 

２．予算について 

永崎業務執行理事より、予算案の提示があり、修正

が行われた。修正予算案は以下の通り。 

支出の部 1,276,160円 

日中友好会館借料116,160（40名以上）、懇親会費用 

840,000（7,000円×120名）、講師謝礼200,000（2万円

10名）記念出版 120,000（100P×100部） 

収入の部 1,320,000円  

会費320,000（4,000円/1人×80名）、会員寄付600,000

（15人2万円2年）賛助寄付100,000（1社５万円2

年）広告収入 300,000（３社10万円） 

収入ー支出 ＋ 43,840円 

３．50周年記念事業のテーマ案 

「日中科学技術交流50年―歩みを未来へ」 

４．日本華僑華人博士協会、教授会議に協力要請 

坂田理事と余会員が担当 

５．当協会の海外支部活動について 

須賀理事より、西安市での当協会主催のセミナー開

催等西安支部的活動が提案された。前田理事に西安

支部活動の計画案を依頼する。 

６．今後のスケジュール 

① 9月30日（水）までに 各部会活動方針を作成 

② 10月         オンライン会議で議論 

③ 10月末～11月初め   理事会に付議。 

 

         

 会費とご寄付納付の御礼 
 
2026 年度会費とご寄付のご納入が以下

の方から６７万円ありました。 ありがと
うございました。 

 

 会費納入 ２２名 各1万円  計２２万円  

①山脇氏、②井芹氏、③林氏、④山田周平氏、

⑤欧陽氏、⑥八木氏、⑦山岡氏、⑧福田氏、⑨梶谷

氏、⓾坂田氏、⑪王婷氏、⑫永崎氏、⑬余氏、⑭有

山氏、⑮王英輝氏、⑯依田氏、⑰數土氏、⑱藤田

氏、⑲田村氏 ⑳曽我氏、㉑前田氏、㉒東大石原氏 

 

ご寄付 １３名 ４５万円  

①山脇氏５万円、②林氏１万円、③山田周平氏

３万円、④欧陽氏９万円、⑤八木氏２万円、⑥福田

氏１万円、⑦梶谷氏１万円、⑧永崎氏4万円、⑨余

氏２万円、⑩有山氏２万円、⑪依田氏３万円、⑫田

村氏２万円、⑬北京中関村１０万円 
 
 会費未納の方は下記にご納付お願いします。 

また、５０周年事業へのご寄付をお願いします。 

 

 正会員会費   年額1万円  

ご寄付     1万円より  

５０周年事業寄付  ２万円／１口 

 

振込先 普通預金  みずほ銀行横山町支店    

店番０４０  口座番号３０１５８８１ 

日中科学技術交流協会 
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